
　

東
京
都
計
量
協
会
は
6
月

4
日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
2

−

1−

1
の
如
水
会
館
で
2

0
1
8
（
平
成　

）
年
度
定

30

時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

議
題
は　

（
平
成　

）
年

17

29

度
事
業
報

告
、
同
収
支

決
算
報
告
お

よ
び
理
事
・

監
事
の
新
役

員
の
追
加
改

選
。
ま
た
、

　
（
平
成　

）

18

30

年
度
事
業
計

画
お
よ
び
同

収
支
予
算
の

報
告
が
あ
っ

た
。

　

今
後
の
重

点
的
な
事
項

と
し
て
、
法

改
正
等
の
新

た
な
課
題
に
つ
い
て
、
検
討

に
取
り
組
ん
で
い
く
、ま
た
、

普
及
啓
発
に
つ
い
て
も
、
新

た
な
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

来
賓
と
し
て
、
林
久
美
子

東
京
都
計
量
検
定
所
長
、
大

野
正
隆
副
所
長
、
日
本
計
量

振
興
協
会
河
住
春
樹
専
務
理

事
、
日
本
計
量
器
工
業
連
合

会
堀
井
茂
専
務
理
事
、
日
本

科
学
機
器
協
会
矢
澤
英
人
会

長
、
全
国
計
量
器
販
売
事
業

者
連
合
会
加
藤
覚
事
務
局

長
、
東
京
都
計
量
証
明
事
業

協
会
石
原
清
史
会
長
、
日
本

硝
子
計
量
器
工
業
協
同
組
合

横
山
守
二
理
事
長
、
計
量
器

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
石
井

康
二
会
長
、
東
京
計
量
士
会

小
林
悌
二
会
長
、
日
本
計
量

新
報
社
小
野
学
業
務
部
長
の

臨
席
が
あ
っ
た
。
会
員
は　
42

名
が
参
加
。

　

総
会
終
了
後
は
恒
例
の
懇

親
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
、
和
や

か
な
情
報
交
換
会
と
な
っ

た
。

■
2
0
1
8
（
平
成　

）
年

30

度
定
時
総
会
開
催

　

東
京
都
計
量
協
会
の
計
量

管
理
研
究
部
会
は
、　

（
平

18

成　

）
年
5
月　

日
、　

時

30

25

15

よ
り　

（
平
成　

）
年
度
定

18

30

時
総
会
を
開
催
し
た
。

【
議
題
】
▽　

（
平
成　

）

17

29

年
度
事
業
報
告 
▽　
（
平
成

17

　

）
年
度
収
支
決
算
報
告 
▽

29監
査
報
告 
▽　

（
平
成　

）

18

30

年
度
事
業
計
画 
▽　
（
平
成

18

　

）
年
度
収
支
予
算 
▽
新
役

30員
の
選
任

   　

（
平
成　

）
年
度
事
業

17

29

報
告
と
収
支
決
算
報
告
は
、

例
年
ど
お
り
2
大
事
業
で
あ

る
適
正
計
量
管
理
主
任
者
養

成
講
習
会
と
計
量
管
理
強
調

月
間
「
標
語
」
の
選
出
お
よ

び
短
冊
の
作
成
・
配
布
を
含

む
全
事
業
が
計
画
ど
お
り
の

東
京
計
量
士
会

　

2
0
1
8
（
平
成　

）
年

30

度
第
1
回
研
修
見
学
会
を
5

月　

日
に
「
ミ
ツ
ト
ヨ
歴
史

11
館
」（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
と

 
大
谷
石 
で
有
名
な
石
の
里

お
お
や
い
し

「
大
谷
記
念
館
」
で
実
施
し

た
。
参
加
者
は
当
会
と
神
奈

川
県
計
量
士
会
（
4
名
）
の

　

名
が
参
加
し
た
。

22
　
「
ミ
ツ
ト
ヨ
歴
史
館
」
で

は
、
三
次
元
測
定
機
の
展
示

や
ノ
ギ
ス
の
歴
史
の
展
示

他
、
国
内
最
高
精
度
で
あ
っ

た
H
5
0
3
三
次
元
測
定
機

の
実
機
や
開
発
の
変
遷
を

綴
っ
た
パ
ネ
ル
な
ど
説
明
を

受
け
、
計
量
・
計
測
技
術
の

歴
史
を
研
修
し
た
。

　

大
谷
記
念
館
で
は
、
採
掘

が
始
ま
っ
た
江
戸
中
期
か
ら

1
9
5
9
（
昭
和　

）
年
頃

34

ま
で
の
手
堀
時
代
の
道
具
や

採
掘
方
法
、
運
搬
の
変
遷
な

ど
の
展
示
品
か
ら
採
掘
の
歴

史
を
研
修
し
た
。

　

圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
地
下

　

メ
ー
ト
ル
に
あ
る
巨
大
な

30地
下
空
間
の
採
掘
場
跡
。
坑

内
の
気
温
は
8
℃
と
肌
寒

い
。
最
も
深
い
と
こ
ろ
は　
60

メ
ー
ト
ル
と
い
う
。
巨
大
な

地
下
建
造
物
と
い
っ
た
感

じ
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画
の

撮
影
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　

東
京
計
量
士
会
は
第　

回
19

　

（
平
成　

）
年
度
定
時
総

18

30

会
を
6
月
1
日
、
豊
島
区
目

白
2−

　

−

1
、
リ
ュ
ド
・

39

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
目
白
4
階

「
シ
ル
ヴ
ァ
ン
」
の
間
で
開

催
し
た
。
出
席
者
は　

名
。

38

来
賓
と
し
て
、
東
京
都
計
量

検
定
所
林
久
美
子
所
長
、
日

本
計
量
振
興
協
会
河
住
春
樹

専
務
理
事
、
東
京
都
計
量
協

会
清
宮
貞
雄
会
長
、
物
江
稔

事
務
局
長
、竹
内
芳
和
部
長
、

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
石
井
康
二
会
長
、
日
本
計

量
新
報
社
小
野
学
部
長
の
臨

席
が
あ
っ
た
。

　

議
題
は
第
1
号
議
案
「　
17

（
平
成　

）
年
度
事
業
報

29

告
」、
第
2
号
議
案
「
同
収
支

決
算
報
告
」、「
同
監
査
報

告
」、
第
3
号
議
案
「　

（
平

18

成　

）
年
度
事
業
計
画

30
（
案
）」、
第
4
号
議
案
「
同

収
支
予
算
（
案
）」
を
審
議
し

原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ

た
。

　

今
年
度
の
主
な
事
業
は
、

　

会
員
の
加
入
促
進
、
財
政

（1）の
確
立
、
各
部
会
の
充
実
強

化　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

（2）

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
消
費
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
食
料
品
を
中

心
と
し
て
、
小
売
店
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
商
品
が
正
し

く
量
ら
れ
表
示
さ
れ
て
い
る

か
、
立
入
検
査
を
実
施
し
て

い
る
。
特
に
、
夏
期
お
よ
び

年
末
期
の
商
品
流
通
が
多
く

な
る
時
期
に
向
け
て
は
、
集

中
的
に
検
査
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
、
夏
期
の
立

入
検
査
は
次
の
と
お
り
。

■
検
査
の
概
要

【
実
施
期
間
】2
0
1
8（
平

成　

）
年
6
月
1
日　

か
ら

30

（金）

7
月
6
日　

ま
で

（金）

【
実
施
規
模
等
】
▽
検
査
対

象
事
業
所
＝
都
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
般
小

売
店
（
駅
ビ
ル
含
む
）、
食
品

製
造
所
な
ど
▽
検
査
事
業
所

数
＝
約
1
6
0
事
業
所

【
検
査
内
容
】
食
肉
、
魚
介
、

野
菜
、
惣
菜
等
の
内
容
量
を

表
記
し
て
販
売
さ
れ
る
商
品

に
つ
い
て
、
計
量
法
に
基
づ

き
次
の
検
査
を
お
こ
な
う
。

▽
内
容
量
の
検
査
＝
表
記
さ

れ
た
内
容
量
が
、
実
際
の
内

容
量
と
比
較
し
て
、
計
量
法

で
定
め
ら
れ
た
誤
差
の
範
囲

（
許
容
誤
差
）
を
超
え
て
い

な
い
か
。
▽
表
記
の
検
査
＝

内
容
量
、
計
量
単
位
、
事
業

所
名
、
住
所
の
表
記
が
正
し

い
か
。

■
検
査
結
果
の
発
表
お
よ
び

検
査
事
業
所
へ
の
対
応

【
検
査
結
果
の
発
表
】
8
月

中
旬
予
定

【
検
査
事
業
所
へ
の
対
応
】

▽
許
容
誤
差
を
超
え
て
内
容

量
が
不
足
し
て
い
る
商
品

（
不
適
正
商
品
）
に
つ
い
て

は
、
そ
の
場
で
関
連
す
る
商

品
す
べ
て
の
再
計
量
を
指
示

す
る
と
共
に
改
善
指
導
を
お

こ
な
う
。
▽
不
適
正
商
品
が

多
い
事
業
所
は
、
必
要
に
応

じ
て
再
度
立
入
検
査
を
実
施

し
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
計
量
法
に
基
づ
き
改
善

勧
告
、
事
業
者
名
の
公
表
、

改
善
命
令
等
を
お
こ
な
う
。

用
、
強
化　

当
会
設
立　

周

（3）

20

年
記
念
検
討
委
員
会
の
立
ち

上
げ　

計
量
技
術
研
修
会
、

（4）

優
良
事
業
所
・
計
量
施
設
等

研
修
見
学
会
の
開
催　

計
量

（5）

法
の
調
査
、
法
令
説
明
会
・

研
修
会
の
開
催　

計
量
管
理

（6）

受
託
事
業
と
検
査
校
正
事
業

の
充
実
強
化　

東
京
計
量
士

（7）

会
会
報
の
発
行　

計
量
記
念

（8）

日
事
業
の
協
力
、
参
加　

出
（9）

前
計
量
教
室
の
参
加　

計
量

（10）

関
係
功
労
者
の
表
彰
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。

　

続
い
て
計
量
功
労
者
表
彰

式
が
お
こ
な
わ
れ
、
小
林
勇

氏
、
田
中
正
憲
氏
、
福
島
久

継
氏
、
横
山
守
二
氏
の
4
名

が
受
賞
し
た
。

　

総
会
終
了
後
懇
親
会
で

は
、
同
所
3
階
「
グ
レ
ー
ス
」

の
間
で
、
和
や
か
に
情
報
交

換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

日
本
硝
子
計
量
器

工
業
協
同
組
合

2
0
1
8
年
4
月
▽　

日
＝

10

計
量
法
関
係
手
数
料
の
改
正

に
つ
い
て
計
量
行
政
室
と
の

会
合
。

▽　

日
＝
理
事
会
開
催
。
3

12

月
理
事
会
議
事
録
の
確
認
、

　

（
平
成　

）
年
度
決
算
・

17

29

　

（
平
成　

）
年
度
予
算
に

18

30

つ
い
て
、
計
量
法
関
係
手

数
料
の
改
正
、
計
量
行
政

室
と
の
会
合
に
つ
い
て
。

▽　

日
＝
組
合
会
計
監

19
査
。

5
月
▽　

日
＝
理
事
会
開

10

催
。
4
月
理
事
会
議
事
録

の
確
認
、　

（
平
成　

）

17

29

年
度
決
算
・　

（
平
成　

）

18

30

年
度
予
算
に
つ
い
て
。

▽　

日
＝
日
本
計
量
機
器

23
工
業
連
合
会
総
会
。
計
量
機

器
事
業
振
興
功
労
者
表
彰
式

が
お
こ
な
わ
れ
、
日
本
計
量

器
工
業
三
田
村
義
崇
氏
が
受

賞
。▽　

日
＝
日
本
計
量
振
興

24
協
会
総
会
。
日
計
振
協
会

会
長
表
彰
が
お
こ
な
わ

れ
、
東
亜
計
器
製
作
所
・

赤
松
和
夫
氏
が
受
賞
。

▽　

日
＝
日
本
硝
子
計
量

30
器
工
業
協
同
組
合
第　

次
67

通
常
総
会
（
日
本
出
版
ク

ラ
ブ
会
館
）　

（
平
成　

）

17

29

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報

告
、　

（
平
成　

）
年
度

18

30

事
業
計
画
・
収
支
予
算
計
画
、

理
事
お
よ
び
監
査
選
挙
。
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2
0
1
8
年
度
定
時
総
会
開

2
0
1
8
年
度
定
時
総
会
開
催催

6
月
4
日
、如
水
会
館
で

都計協

東京都計量協会総会のようす 清宮会長

東
京
都
計
量
協
会

計
量
管
理
研
究
部
会
報
告

夏
期
の
商
品
量
目
立
入
検
査

　
　

商
品
が
正
し
く
量
ら
れ
て
い
る
か　

　
　

検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

東京計量士会総会のようす

　

東
京
都
計
量
協
会
販
売
者

部
会
と
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
協
会
合
同
で
2
0
1
8

（
平
成　

）
年
度
第
1
回
研

30

修
見
学
会
を
7
月　

日　

に

10

（火）

開
催
す
る
。
今
回
は
1
9
1

9
（
大
正
8
）
年
に
日
本
で

初
め
て
の
ガ
ソ
リ
ン
計
量
機

の
製
作
に
成
功
し
て
以
来
、

ガ
ソ
リ
ン
計
量
機
の
製
造
販

売
事
業
者
と
し
て
業
界
を
牽

引
す
る
「
タ
ツ
ノ
」
横
浜
工

場
内
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
訪

ね
る
。

　
「
レ
ト
ロ
計
量
機
コ
ー

ナ
ー
」
1
9
2
2
（
大
正　

）
11

年
に
発
売
し
た
手
動
式
計
量

機
か
ら
1
9
6
4（
昭
和　

）
39

年
当
時
ま
で
の
展
示
、「
S
S

ゾ
ー
ン
」
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー

パ
ー
回
収
機
能
付
き
計
量
機

を
は
じ
め
、
ロ
ン
グ
ホ
ー
ス

計
量
機
、
ア
ド
ブ
ル
ー
補
給

機
等
の
環
境
性
能
に
優
れ
た

製
品
の
展
示
、「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ー
ナ
ー
」
燃
料
電
池

車
用
の
水
素
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
や
高
精
度
の
流
量
計
な

ど
、
昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

製
品
の
展
示
等
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

当
日
は
、も
う
1
カ
所「
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
」
の

見
学
後
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ビ
ア

ポ
ー
ト
」
で
懇
親
会
（
含
む

参
加
費
）
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
当
日
は
貸
切
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
移
動
す
る
関
係
で

参
加
人
数
は　

名
に
限
定
し

25

て
お
り
、
申
し
込
み
は
先
着

順
と
な
っ
て
い
る
。（
詳
細
は

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.t-k
con
.org
/

を

参
照
）

都
計
量
協
会
販
売
者
部
会
と
計
コ
ン
協

合
同
研
修
見
学
会
募
集

7
月　

日　

に
開
催

10

（火）

進
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

■
2
0
1
8
（
平
成　

）
年

30

度
上
半
期
の
事
業
予
定

▽
4
月　

日
＝
第
1
回
運
営

20

会
議
開
催
▽
5
月　

日
＝

25

（
平
成　

）
年
度
定
時
総
会

30

開
催
▽
6
月　

日
＝
第
2
回

22

運
営
会
議
開
催
▽
7
月　

日
13

　

＝
適
正
計
量
管
理
主
任
者

（金）養
成
講
習
会
（
生
産
関
係
）

開
催
予
定
▽
9
月　

日　

＝

21

（金）

第
3
回
運
営
会
議
開
催
予
定

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//



ろ
ん
な
温
度

を
は
か
ろ
う
」

9
ク
ラ
ス
、

「
棒
は
か
り

を
つ
く
ろ
う
」

　

ク
ラ
ス
、

14

「
売
っ
て
い
る
物
の
重
さ
調

べ
」
1
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
先
生
か
ら
は
「
全
体
の

内
容
が
良
か
っ
た
」が
8
割
、

児
童
か
ら
は「
面
白
か
っ
た
」

が
8
割
だ
っ
た
。感
想
で
は
、

先
生
か
ら
は
「
手
作
り
の
棒

は
か
り
の
正
確
さ
に
子
供
た

ち
も
感
動
し
、
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
」、「
計
量
が
身
近
な
生
活

の
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
か
、
児
童
の
興

味
、
理
解
が
深
ま
っ
た
よ
う

で
し
た
」
な
ど
、
児
童
か
ら

は「
難
し
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、

い
つ
も
の
授
業
よ
り
よ
く
わ

か
っ
た
」（
6
年
）、「
棒
は
か

り
の
工
作
は
楽
し
か
っ
た
。

自
分
で
作
っ
た
は
か
り
で
重

さ
調
べ
が
で
き
た
の
が
良

か
っ
た
」（
5
年
）、「
地
球
に

計
量
が
な
か
っ
た
ら
今
の
生

活
は
で
き
な
い
な
と
思
っ

た
」（
4
年
）
な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　

今
年
度
も
次
の
と
お
り
実

施
し
て
い
く
。

【
実
施
期
間
】2
0
1
8（
平

成　

）
年
6
月
か
ら
2
0
1

30
9
（
平
成　

）
年
2
月
ま
で
。

31

【
問
い
合
わ
せ
先
】
〒
1
3

6−

0
0
7
5
、
江
東
区
新

砂
3−

3−

　

、
東
京
都
計

41

量
検
定
所
管
理
指
導
課
企
画

調
整
担
当
＝
電
話
0
3−

5

6
1
7−

6
6
4
3

校
で
、
募
集
は
東
京
都
教
育

庁
を
通
じ
お
こ
な
っ
て
い

る
。
実
施
は
、
東
京
都
計
量

検
定
所
が
主
体
で
、
東
京
都

計
量
協
会
、
東
京
計
量
士
会

お
よ
び
日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合
の
3
者
が
協
力

支
援
し
て
い
る
。

　

実
施
内
容
は
、
①
「
い
ろ

ん
な
温
度
を
は
か
ろ
う
」（
寒

暖
計
の
工
作
と
温
度
測
定
体

験
）
②
「
棒
は
か
り

を
つ
く
ろ
う
」（
は
か

り
の
工
作
お
よ
び
質

量
測
定
体
験
）、
③

「
単
位
計
量
の
話
」

（
メ
ー
ト
ル
の
起
源

な
ど
を
中
心
と
し
た
単
位
の

歴
史
や
雑
学
な
ど
の
お
話
）、

④
「
売
っ
て
い
る
物
の
重
さ

調
べ
」（
商
品
内
容
量
の
考
え

と
そ
の
計
量
方
法
の
お
話
）

の
4
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。

　

昨
年
度
は
、　

校　

ク
ラ

15

24

ス
（
6
学
年　

ク
ラ
ス
、
5

11

学
年
4
ク
ラ
ス
、
4
学
年
9

ク
ラ
ス
の
計
9
4
2
名
）
で

実
施
し
、内
容
別
内
訳
は「
い

エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
）が
制
度
の

大
枠
を
決
め
、

省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
対
象

の
機
器
と
し

て
L
E
D
電
球
を
選
定
し
、

L
E
D
電
球
目
標
基
準
値
を

決
め
て
い
る
。
生
産
者
は
こ

の
ラ
ベ
ル
を
つ
け
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
る
。そ
れ
に
よ
り
、

消
費
者
で
あ
る
筆
者
が
こ
の

電
球
を
購
入
し
よ
う
と
し
た

時
に
基
準
値
を
既
に
達
成
し

た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
製
品
を
選

択
し
、
そ
の
目
標
の
数
値
を

決
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
消

費
者
に
対
し
て
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
ラ
ベ
ル
表
示
な
ど

の
方
策
を
考
え
る
の
も
マ
ー

ク
オ
ー
ナ
ー
の
仕
事
で
あ

る
。

　

マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
の
仕
事

の
重
要
性
が
ご
理
解
い
た
だ

け
た
ろ
う
か
。
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
マ
ー

ク
制
度
が
運
営
さ

れ
、
そ
れ
を
設
計
す

る
の
が
マ
ー
ク
オ
ー

ナ
ー
の
仕
事
で
あ

る
。
次
回
は
、
こ
の
L
E
D

電
球
の
例
を
も
う
少
し
詳
し

く
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で
は

計
量
制
度
の
普
及
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
、
計
量
検
定

所
の
業
務
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、
毎
年
恒
例
の
夏
の
イ

ベ
ン
ト「
親
子
は
か
り
教
室
」

と
「
計
量
展
示
室
の
特
別
展

示
」
を
次
の
と
お
り
実
施
す

る
。

　

親
子
は
か
り
教
室

（1）
　

夏
休
み
の
ひ
と
時
を
親
子

で
体
験
す
る
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
。次
の
計
量
器
の
工
作
や
、

一
般
都
民
の
目
に
は
触
れ
る

機
会
が
少
な
い
特
定
計
量
器

の
検
定
・
検
査
施
設
の
見
学

を
と
お
し

て
、
計
量

制
度
お
よ

び
検
定
所

業
務
の
理

解
を
深
め

て
も
ら
う
。

①
計
量
器
の
工
作
＝
「
棒
は

か
り
」
の
組
み
立
て
と
完
成

後
の
確
認
（
分
銅
で
動
作
確

認
後
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
測

定
）
を
体
験

②
特
定
計
量
器
の
検
定
・
検

査
施
設
の
見
学
＝
質
量
計
、

温
度
計
、
体
温
計
、
騒
音
計

お
よ
び
振
動
レ
ベ
ル
計
等
の

検
定
・
検
査
施
設
の
見
学
と
、

各
施
設
に
お
い
て
検
定
検
査

の
体
験
や
ク
イ
ズ
等
を
実
施

【
日
時
】
第
1
回
：
8
月
7

日　

、
第
2
回
：
8
月
8
日

（火）

　

、第
3
回
：
8
月
9
日　

、

（水）

（木）

い
ず
れ
も　

時　

分
か
ら　

13

30

16

時
ま
で

【
対
象
】
都
内
在
住
の
小
学

生
と
保
護
者
。
各
回
と
も　
21

組　

名
（
合
計　

組
1
2
6

42

63

名
）、応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選

【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き

に
住
所
・
氏
名
（
保
護
者
と

小
学
生
、
小
学
生
の
ふ
り
が

な
）・
学
年
・
電
話
番
号
と
第

1
、
第
2
希
望
日
を
記
入
の

う
え
7
月　

日　

ま
で
に
計

10

（火）

量
検
定
所
へ
郵
送
（
当
日
消

印
有
効
）

【
参
加
者
の
決
定
】
7
月
下

旬
に
申
込
者
全
員
に
通
知

　

計
量
展
示
室
の
特
別
展
示

（2）
　

計
量
検
定
所
2
階
の
計
量

展
示
室
に
お
い
て
、
夏
休
み

期
間
の
特
別
展
示
と
し
て
、

東
京
1
5
0
年
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
展
示
を
実
施
。
江
戸
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
計
量
器
・
文
献
等
を
展

示
す
る
。
計
量
体
験
コ
ー

ナ
ー（
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム
等
）

で
は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
計
量

を
体
験
で
き
る
。

【
特
別
展
示
期
間
】
8
月
1

日　

～　

日　
　

時
～　

時

（水）

31

（金）
10

16

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
）
※
事
前
申
し
込
み
不
要

　

実
施
場
所

（3）（
親
子
は
か
り
教
室
、
計
量

展
示
室
の
特
別
展
示
共
通
）

〒
1
3
6−

0
0
7
5
、
江

東
区
新
砂
3−

3−

　

、
東

41

京
都
計
量
検
定
所
（
地
下
鉄

東
西
線
南
砂
町
駅
3
番
出
口

下
車
徒
歩
5
分
）

　

問
い
合
わ
せ
先

（4）東
京
都
計
量
検
定
所
管
理
指

導
課
企
画
調
整
担
当
＝
電
話

0
3−

5
6
1
7−

6
6
4

3

　

出
前
計
量
教
室
は
、
小
学

校
児
童
に
対
す
る
計
量
制
度

の
普
及
啓
発
と
計
量
関
係
の

教
育
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
、
計
量
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

の
計
量
士
（
東
京
計
量
士
会

所
属
）
が
小
学
校
へ
出
向
い

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
教
室
で
は
、座
学
で
の供
は

か
る
こ
と
僑
に
つ
い
て
の
解

説
と
簡
単
な
計
量
器
の
工
作

等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

対
象
校
は
都
内
公
立
小
学

る
が
、
マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
が

認
め
れ
ば
マ
ー
ク
申
請
者

（
多
く
は
供
給
者
・
製
造
者
）

が
自
ら
自
社
製
の
製
品
の
試

験
な
ど
の
適
合
性
評
価
を
お

こ
な
い
、
そ
の
結
果
で
マ
ー

ク
を
つ
け
る
こ
と
が
許
可
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
の
マ
ー
ク

制
度
で
は
、
認
証
機
関
の
直

接
の
出
番
は
な
い
。

　

で
は
マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
に

な
る
に
は
特
定
の
資
格
が
必

要
で
あ
ろ
う
か
? 
実
は
特

に
要
求
事
項
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
消
費
者

の
安
全
の
た
め
に
マ
ー
ク
を

導
入
し
た
い
規
制
当
局
な
ど

の
政
府
関
係
当
局
、
も
ち
ろ

ん
認
証
機
関
自
身
で
も
そ
の

グ
ル
ー
プ
で
も
い
い
し
、
た

と
え
ば
製
品
の

抗
菌
性
を
消
費

者
に
訴
求
し
た

い
供
給
側
の
業

界
団
体
で
も
構

わ
な
い
。

　

た
ま
た
ま
前

回
に
例
に
挙
げ

た
L
E
D
電
球

か
ら
み
の
省
エ

ネ
ラ
ベ
ル
の
場

合
で
は
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
導
入
を
推
進

し
た
い
国
（
経

済
産
業
省
資
源

マ
ー
ク
制
度（
適
合
性

評
価
制
度
）と
そ
の

オ
ー
ナ
ー

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
第
4

回
に
消
費
者
用
の
製
品
に

マ
ー
ク
を
つ
け
る
例
と
し

て
、（
一
財
）
ケ
ケ
ン
試
験
認

証
セ
ン
タ
ー
製
品
認
証
事
業

部
（
製
品
認
証
機
関
と
し
て

N
I
T
E
認
定
セ
ン
タ
ー
か

ら
認
定
を
受
け
て
い
る
）
が

運
営
し
て
い
る
『
カ
シ
ミ
ヤ

1
0
0
%
タ
グ
制
度
』
を
紹

介
し
た
。
ま
た
前
回
で
は
筆

者
の
周
り
に
目
に
つ
く
適
合

性
評
価
の
結
果
を
示
す
マ
ー

ク
や
ラ
ベ
ル
を
紹
介
し
た
。

そ
の
た
め
、
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
読
者
は
マ
ー
ク
制
度
で

は
、マ
ー
ク
を

つ
け
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
製

品
が
決
ま
り
、

そ
の
マ
ー
ク

を
つ
け
る
基

準
が
決
ま
れ

ば
、あ
と
は
製

品
認
証
機
関

が
要
求
事
項

に
沿
っ
て
認

証
し
て
、製
造

者
に
認
証

マ
ー
ク
を
使
う
許
可
を
与
え

れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

マ
ー
ク
の
信
頼
性
を
高
め
た

か
っ
た
ら
、
製
品
認
証
機
関

と
し
て
の
要
求
事
項
I
S
O

／
I
E
C 
1
7
0
6
5
を

満
た
す
よ
う
に
運
営
し
て
い

る
旨
、
認
定
を
認
定
機
関
か

ら
受
け
れ
ば
言
う
こ
と
な
い

と
も
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
ば
、
図
1
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、よ
く
考
え
る
と
、

「
ど
の
よ
う
な
目
的
の
マ
ー

ク
制
度
」と
し
、「
ど
の
製
品
」

の
「
ど
の
特
性
」
を
「
ど
の

よ
う
に
試
験
」
し
て
、「
ど
の

値
の
場
合
に
」
合
格
と
す
る

か
を
決
定
す
る
主
体
が
必
要

で
あ
り
、
図
1
に
は
明
確
に

は
表
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、『
カ
シ
ミ
ヤ
1
0
0

%
タ
グ
制
度
』
の
例
で
も

あ
っ
た
よ
う
に
、「
い
く
つ

の
」
製
品
数
ご
と
に
試
験
す

る
対
象
を
選
び
試
験
す
る

か
、
あ
る
い
は
製
品
群
の
中

か
ら
「
ど
の
よ
う
に
試
験
す

る
対
象
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し

て
」
試
験
し
て
合
格
だ
っ
た

ら
、
そ
の
製
品
群
全
体
を
合

格
と
す
る
か
、
な
ど
を
決
め

て
お
か
な
い
と
、
認
証
コ
ス

ト
（
試
験
コ
ス
ト
）
を
決
め

ら
れ
な
い
。

　

で
は
認
定
機
関
が
決
め
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
残
念

な
が
ら
認
定
機
関
は
「
規
格

の
要
求
ど
お
り
ま
た
認
証

ル
ー
ル
と
し
て
定
め
ら
れ
た

と
お
り
に
認
証
機
関
が
認
証

し
て
い
る
か
（
認
証
で
き
る

か
）」
を
審
査
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
た
と
え
ば
「
省
エ

ネ
に
関
す
る
マ
ー
ク
制
度
た

る
も
の
は
、
か
く
か
く
し
か

じ
か
の
よ
う
に
あ
る
べ
き

だ
」
な
ど
と
い
う
要
求
を
審

査
の
場
で
す
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。

　

マ
ー
ク
制
度
を
進
め
る
に

必
須
の
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル

を
、
利
害
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
つ
つ
マ
ー
ク
制
度
の
目

的
と
適
合
性
評
価
の
コ
ス
ト

を
勘
案
し
な
が
ら
決
め
て
い

く
主
体
が
マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー

で
あ
る
。

　

次
の
図
2
が
修
正
さ
れ
た

役
割
の
図
で
あ
る
。
認
証

マ
ー
ク
制
度
の
理
解
に
は
、

そ
の
マ
ー
ク
の
目
的
に
加

え
、マ
ー
ク
オ
ー
ナ
ー
、マ
ー

ク
オ
ー
ナ
ー
の
策
定
す
る

ル
ー
ル
と
実
際
に
適
合
性
評

価
を
お
こ
な
う
主
体
の
3
つ

を
ま
と
め
て
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

こ
の
図
2
で
は
、
適
合
性

評
価
を
お
こ
な
う
主
体
に
は

認
証
機
関
と
は
あ
え
て
記
載

し
な
か
っ
た
。
読
者
は
供
給

者
（
第
一
者
）、
購
入
者
（
第

二
者
）、第
三
者
の
区
別
を
覚

え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

「
認
証
」
は
あ
く
ま
で
も
第

三
者
が
お
こ
な
う
行
為
で
あ
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図−2　マーク制度におけるマークオーナー

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

親
子
は
か
り
教
室
と
計
量
展
示
室
公
開

都検定所

出
前
計
量
教
室
を
実
施

6
月
〜
来
年
2
月
ま
で

図−1　これでマーク制度は回るのだろうか？
施設見学（昨年度）

はかりの工作（昨年度）

以前の出前教室のようす

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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